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高橋浩士 (三菱化学生命科学研究所),大石高生 (京都大 ･霊長研)
脳の領域化および神経回路形成について,げっ歯類では分子レベルで多くの知見が得られているが,
霊長類ではほとんどわかっていない.特に霊長類では前脳から派生する終脳の複雑化が生じているが,
領野形成と遺伝子発現の相関すらわかっていない.そこでげっ歯類で領域特異的に発現する分子のサル
相同遺伝子が,幼君サル脳(生後 1カ月以内)において,どのように発現しているかinsituハイブリダイ
ゼーションを用いて検討した.20種類の遺伝子プローブを用いて検討した結果,げっ歯類において領域
特異的発現を示す遺伝子の相同遺伝子の多くは,サル脳においても機能的に相同とされる脳領域に発fjL
していることが判明した.たとえば,ヒトの遺伝性の言語障害の原因遺伝子であるFOXP2は,サル,
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